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本機は20数年‖町にわた1り小形モニター月'ス

ピーカーと(フて抜辞の名声を博 している ノ

ルレンジスビ カ ーで その再生首は去t(フ

た性能をあいま つて絶対のご信頼をt たヽだ

さ 広 い分ヨrでご■用さt‐ている喫 ‖1です。

磁気回路〔は イ丁効F17末者ナ々を大さくつる

ため4t鉄をltい、ほねたタンピンタと高い

能率を持 つてい「iコ。

「輛 あ名称と寸法
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規格 ・特性表

■ 周波数特性

口 電気インピータンス特性

形式………  … ………… フ ル レンジスピーカー

日径  … ………  …    … ………  … … 16●n

定格入力… …  … ……………  … ……… 3W

最大軒答入力 ……… … ……………………… loHV
公 私 イ ン ピ

ー
タ ン ス … 160(P-610A杉 )86(F― e10B移 )

抵救共振周波数 ………………………………… 8oHz
再生周波数帯域 …………………… 80～ 13)0∞Hz
出力音圧 レベル… … ………………Ⅲ 91dB/W/m
有効振動半径… …  … … ………  … … 66価
損助系の奪価質量 ……… … ………… …  65[「
振動系の等価的な Q。 …………… …………… o8
ポイスコイル直径…………………………… 1乾 IA'
磁格空隙の弦末密慶 …………Ⅲ … lo.0∞ガウス
織磁束…………………………85× 104マクスウェリレ
永久磁石… ……  … ………………Ⅲ… 30,x2S
本体駅量… …… …………………………… 約oる kg
外形寸法… … Ⅲ … …………………… 160,× 94
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〔キャビネット製作について〕
①キⅢピネットの避定

単一 ■―ン形のフルレンジスど―カーのヽャじネ

ントtlバスレフ影にすべさか 裕 門形に,べ きか

rt輪のあるところですが お 汁皮の打向村性から

み合ヤのパランスを考えると常開形がよく 低 予

の豊かどとひずみの改善をキスる場合はバスレフ

形がよいようでコ。

C招 敏個使用するAB合

フルレシツスピーカーを救多くF"一キⅢrィ ント

に取付けて  つ のスピーjl―システム↓ t夕てお

lPいになる14H合数が対すごとに低音および中音で

ユ州,!能率が ,り ■,う Wi青 は低首ゃⅢ持に1と1い

さないためバララスllくず11 )卜体のスピーカー

と遂 っ仁青只とな 〕てしよい試」。このため 2～

41】科唆の複数耶動が安全でそれ以 1多 : "々IⅢⅢ(こ

ll出するAl合に11 締 ●ln句に品古‖スr― カー″

llう 1と が必要でコ。

〔破E場 所について〕
O直 付 日光や冷暖房38■の近くなどは避けてください。

本性存取付けたキ ャビネ ントは木工製品ですので
IL唖ゃ縄度の急激な空fヒは町よしくあリユせん。
直4f日光下 冷理 房津果の近 く 湿気やホ」りのラ
にヽ期所など ユ避(りてください。

のスピーカーシステムは丈夫を所に置いてくださぃ。
スr― カーラスラムとブ フー ヤーとを,J,台 ゃ協
に出いたりしよ,と  ス ビーカーのほ効が ノレー

ヤーに伝ゎリ ハ ウリンクを起すことがあります。
スピーカー〔ユ距動の伝わりにくい丈夫なけに置 tヽ

てください。

③出EAB所 や置 きかたには十分注意 してください。
スピーカーラスラムはリスエングルームの条件や
設肥」る場所ゃ盟=方 によって再生青にかなり其
がでま,。 設置柳 Ffゃ置さヵ([は十分注意してく
ださt 。ヽ

〔接続について〕
① 4～ 160の 出力端子をもつアレプをご使用 ください。

本段のインピータンスは 80(160)で す。十分な
性能をえるためにはスピーカー出カインピーダンス
が4～ 160の アラブを使用くださ( 。ヽ特に真空管方
式のアラブの場合は 必ず出カインピーダラ刃 0

(160)の 増子に鎮続 してくださt 。ヽ

Oダ ンピングファクターが 6以 上のアンプを使用 く

ださい。

ダンピングが悪 くrrりますと音質を劣化させます。

C接 続はかならすアンプの■18を切 ってからおこな

ってください。

スピ ブJ―J― ドrr激さ室 〔フするいのクリックノ

イズてスr― カーを破TRす る均合がありよJめ
41F続 に同ぷ の`ないよう確実におこをつてください。

スど―カーのit,オ ‖j遠えよコよ ス テレカの料

合はスラ フオ感がなくなり■J。 また ラ |―ト

し■■とアンフ4取 FH,る 料合がありよす。
51E確 にはなるべく4m以 内のスピーカーョー ドを
ご使用 ください。
必要以 Lに 」―ドな工くしたり 構 剤に榔 い撫 々

仙い■Jと 対賀の劣化をf11: :ヽkす。 こ」― ドオ仙川

●るめ令は 2J太 いものをごll月1くl_さい。

〔操作について〕
0ス ピーカーに過大入力が入 らないように注を して

ください。

アラ アの11カ は大さtH〕と '文 =が 少なくA好 な
音賀がえられよ"が  音 量を 'tチ迪声ユ」とスピ
ーカ‐か城禎する料金がありiにす。持に 本 機の

11大仲祥入力(10W)以 Jlの 11カ をもつア|クフ (央
効‖ttt B n負 “flⅢlow以 |)41メ 片 するjt令 よスピ
ータJ に 過大なスリjめて人, ィヽ|(Jtう ,'ラ ノのポ リ
1-′ 、の位置に注怠〔夕てく1■、t、

0ス ビーカーの保渡に十分ご注意 ください。
スピーカーはアレi′などの各細スイップの■:凱口Ⅲ
に発4!ヨるノイズで戦損することがありうtす。ス
イ ンチ知を操作,る ときは,′ラフのオヽ り 1-ム ツ
マミを‖小にしてくださにヽ。くわしいことはアシ
プなどfの駅扱池り1昔をごらスくださt 。ヽ

ロー



| 使用例 1低 音の伸びの良しツ スヽレフ形キャビネットの場合

ロ キヤビネット寸法

ど

■ 接 続

(P―10A)110

(P-000)00

■ 特性豪

口 吸音 材

290×350×20Dn 2枚 (天極 底 帳用)
,印は ●)   250× 560×20 m l枚 (去根用)

350X轟 0×20■■ 2枚 (側板用)

◎
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使用例2低 音の豊かなバスレフ形キャビネットの場合

ロ キヤビネット寸法

fl●“
(印X"ハ“)

口 接 続

て'一10ハ〕114

【卜 |)00)ln

口 吸書 材

290×320×釣m 2枚 (天板 ほ 根用)
,―HoA●)  286× S10×21m 3枚 (=根 日 根用)

熙
ン
回

口 特性表

“  。



使用例3密 閉形キ ャビネ ッ トの場合

ロ キヤビネット寸法

打ちに

(ⅢX0 0お1 1 )

■ 接 続

(P―l oA)11n

t'―110日)0●

口 特性表

口 吸音材

290X430×20的n 2枚 (天枢 庫瓶用)
●―印OA(0)    肉 0×510×20m 2枚  佃 t概用)

360X始OX 20。■ 1枚 (=板 用)

◎



使用例4平 面バ ッフル板の場合

ロ キ ヤビネット寸法

・―

‐

―

‐

口 接 続

( P - 0 0 A ) l s●

( P - 0 0 0 ) B n

■ 特性表
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使用例52個 使用のバスレフ形キャビネットの場合

告1',;,-7ッチⅢ―夕、

(卜| l o  A )

,―1 0 0 )

市■月スヒヽカー

P-00A (3)

,―loA(B)

口 吸音材

260× 380× 20 nn

34o× 780× 20 mm

260× 780× 20 1nh

(天板 底 枢用)

(頭根用)

(側板用)

枚

枚

枚
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キャビネット製作の手引き

タイヤトーンスピーカーユニットの性能を十三分に

発揮させるために 次 の事項を参考にされてキ ヤビ

ネツト製作をおこなつてください。

〔製作手順〕

I 眸細田面の作成

2 使 用材r4とエスの単備

3 キ ャピネットの工作

1 洋 細図面の作成
穀伸するキヤビネ ントの鮮細寸法図面と 使 用する

材l l  t n品の一耽とを機,十作成します。働 図- 1 2〕

■ キ ャ ピネ ッ トの 構 造

C8本 的木組
雑本的な本紅t t造としては 取 付t 4をf t用しなtヽ

もの 〔図- 3〕 とl l t ' Hするもの 〔図- 4 )の 方式

があります。〔口 S〕 はスピーカー前付けで 吸

音材はあらうじめ取付けなりればならなく ま た

キヤビネ ント表面に釘頭が出てしま( まヽすが 最

も工作がたやすく手軽に作ることので言る停造で

す。〔口 4〕 は取付格を使用する格定で 裏 板

を有脱可llLとするものです。この情たですとスピ
ーカーの前 後 付けどちらでも ア`能で rR音 材の

変更鯛墜ができ何 本 ネツのFRl「どt,キヤビネツ

ト内Truになりま面をされにヽにll it〕ることができ

ます。機により接合(機若)而積が大きくr4りま,

ので 的 固なキヤピネットとなりま,。 仁ばし

機の〕工 取 付け精唆には十分fi着が必要で,。

そのldの本位としては (図-5 6 7〕 などがあ

り こ れらは空気溺れを防止し さ らに蜘印なキ

ヤrネ ットとなりまサうi上|!に猟様を必要としま

す。

〔開口 ,〕 〔R□ 2)

品 と 湿   “ jん″“ 1カ メ1てい■)
天 " ラウンA振  ら i

2 に H F

3 イF   布 イホ

4 ヤ営Ⅲ  Ⅲ序イナ

｀ッ ラル 板 1

よ 板 1

フ ″ク ト(小 2

B て大

0 ラ タ, 査 4 「夕板 略 合 せ抑 i

1ヽt XクOX"●

(B 4 'St Xコ Xあ ]
(C 1, X勾 ∞ ら

5 る「r笠■,T 綺 輌

6 3 ●×32

頓  古  わ 2 ク ラス,  ル

1

捜  活  言 Ⅲ ヤⅢ100,



|■キ ヤピネッ トの'1形寸法

キヤrネ ″卜内,,で [1‖hH 高 さ 処 行の寸なん

干波の波長の半分に'下る例波数および 子 のf・欺

の周波故で定在波を4iて, tの 11t「にコーラの服

勁び影寧在f)て F■法欺tl‖tにⅢ谷を1:じiす 。

●れ ,防 くには 慨 師 P, 興 行の 1'十 1や〔′

くをちないように(06～ 0こ )1,(04～ 01)'1

′とのJ法 比 (t( て く′ 1 (`Ⅲ

Ⅲ布 9豊機
●キヤrネ ントは丈夫にで声たようで )ヽ察タト振動しタ

や■く 特 定周波故て,(拡し Fll波放持性に銘い

谷が生じたり 市 打r)すムばりにま=。 これを防

ぐために 振 動しゃコいバッフルl「 票 杖 ‖JllA

などを組強〔フます

01H的 の方法とtクてぃ1白 ャ■十ットの外形寸法 構

)と 答 lt tFk厚など■ に ,(唆 わりますか 基 本

n,なものとしてriぃ -8 9 10〕 の方式があ

り 〔閉-8〕 tiバ ンフルfl■や制板 (図 -9〕 し1

Ht llxは_通Jで ,。 tlた 枚 山4由が大きい サヽのや

悼いれ厚ち どの被動しやヽい料合は げ -10〕 0)

|)|バ ″ツルれ■車l14 ‖↓llA(■)と(■)の村は|

“るmォ 辿鮎キ‖強 o4】方法が娘 )効果的でう。

“ス ピーカーの取付方法

●パ ックル板の1'て`に 1っ子Ⅲl 取 イサ穴の ノチが市

k t ttr夕号 (特(中 れ壇の円淡故付性 llr向‖:の

劣化)tお よば〔Hす 力ち ス (■―カーの〕rlけ,

はnⅢ付tjは -11〕ⅢⅢるか に 付けのjJttti〔図
-12 13〕 の にうに■付 )cく ださt 。ヽ

●取付(サい本ネツわ ■ス )ッ ト々快川し,にコわ(

空't湘れ lll動のけ止打itフc〔 ルトフ フラ

11、ラートフヽ ッヽ ライ|ど|セr投Hし  ビ ス リ ット

ウ ンラ ャー rfr tt t取付 )ることをお,,J〉 t■

す。(は-14〕

‐‐‐ ―
■
`

□ 3
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C吸 苦 材

●吸苦材は ス ピーカーの動作にとt )イドう棋鳴 りの

制動 化 / r渡の防止やキヤピネ ント内印の空気の

効= t  l l t抗を与え ス r一 カーの付加質量 を菊サ

ことにJり Q o cは 党 い ■下げる行卜のためにl t

用 しょT l .

●帳音t471取り方には tは -1516〕 かJtび キ ヤ

ビ子 ント内部につめi tjなどの方法がありまう。

これら1lI14背材の純細 (グラスウー"フ 映 音フ 1

ルト ロ ックウールなど)南 皮(1り そllイよ特

徴がぁりますから で されてす持性ひ)測定 ヒ ヤリ

ラグチストにより材||の避定 投 り方 「上夫する

ことが必要です。

0リ ー ト線の取出しかた

ま版からの サード換の小!hし方″‖|〔図-17〕打)

ょてメ リ村十11A十四川による方法(以十-lⅢ〕がありFに■。

取‖Ⅲしイヤ置は リ ード抑の長さ |フラーバー ア

ンフとのほ焼などlt"‖〕子わら に冊ir作は下郁VJ

を決め■■6

口 材 料の 選定

C木  材

●キャiク“フトの主原||(あ る木|オは '分な強度

気密性 (遠古降 )適 性の内常4F共 な11)iと わi必

要で l11の
‐i坊さ 神 i格などち`! いヽ 【ヽ JAS

( 本 農林規格 )0)ll地 合枚 工 M ‖ 合祇び遺

当で すぃ■た 加 lt‖ 1ラ,ラ 合械 卜(弘 りま,

わモ や ilt'1″層構造ノヽ一テ ィクルボ |=(力 、〔|,

ン)● 適 'る 材料て■っ

0本 材のllAtt i 外影 |〕t7下積 , |‖た す■月,て,

スビ‐ツ 1往 ltさ―“)体件にJ)1生 わ )`さ ■

すが f!ll本 挫と | `の水 【うな杖呼Ⅲ遮 JⅢで ,ぃ

メ L一 カーの ■■ 不   ,

リートロ0コウHI大

□ ″

1 1 o「――――- 1 2～ 0「引

70cnl――――     lb～l Ⅲml

2うo中――-   15へ ,lmm

30cm    __―-lJ～処抑

33■1ト   ーーー ?S｀31m「

●捕 Ra取付ほ材料

機の|オ料|ど |夕てい 0ド )本ネツθ,llイⅢ力″】イぶい ′

) 力 ′ヽイド|の 叫本(は英fjl)があヤ迪十 Jわ 人 ,

加Jれ がないのてラrli夕合llKでt)ll"`rlユ ,。

こ毎 お 剤

酢態 rェ  ル 村柿系エ マルツコンタイ ツの後書貫̀

わi使いやサ く適当で,。

⑭ 工 者  材

密度20～25k“/正 厚さ20-rJM「 ■峻のフイラスウー

ル 映 ヤフエル ト 「 ックウール r々卜が適肖てコめ

0釘

釘はJIめようとする機 や枚の厚さの 2-3倍 の長

どの釘を使用 します。

C木 ネジ

木ネツには'L木ネツと皿本ネツがあり 子 れてね

ネジの敗が十 一 の t)のうiありま,が (十)ネジの

方が伐いやすく ナ t本ネサかIL木 イジlJは用途 に1 1

日



より決めます。

寸法としては直径27～ 3 51thのもので 長さはネ

ツ込み曇を最低10 Hrは必要としますので上めよう

とする機や板の呼さよりも10口以上長にヽものを使

用します。

①装飾布 (ネット)

キヤビネツトの穂節とスピーカーの保虐のために

ネットを使用する樽合は 日 のつまりうヽた、機 り

かた、機構の植額によつて中前者Htが選ましたり

することがありますから で きるだけ海気性の真

いものをお遭びくださにヽ。まrt 人 綱 (スフ)う【

多とにf4用されてt るヽネ ツトは峨糧性が高く、タ

ルミが生じt4リツキ バ タツキの原因となります

ちヽら注意が必要です。

③な後月材

仔みにはじて遊叫豊なまたは 船 ぺいと機tほ し

てください。とaHと理の埼合は クリヤーラッカー

隠べい建室の特合はランカーエナメリレがあります。

より仕上りを真くしrtい均合には目止用として、

との粉を使用します。

2.使 用材料 と工具の準備

口使用材料
捜針 材 ll―■差により使用材料t購入して取り

そろえてくr_eぃ。なか 材 料規格一般市眼品と

しては次のようなものがあります。

C味  材

ラワン合板 (JASi類 一年合板)

板厚 (m):2 7  5 5、 9  12  15  18  21

大板寸法(m):010× 18抑(サブロク榎)
1210X2421(ョ ンバチ根)

バーティクルボードく小モケン)

根厚(口m):10 12 15、 17、22、あ、御

大板寸法(由n)1910× 1320(サブロク板)

1210X1820(ョンロク板)

ロ フヽ一ティクルポードは'IS規 格品として各メ
ーカーより数種類市販されておりますので

幽げ強度幻Ors/ct以上の高笛度夕唇格たバ
ーテイクル本―ドとご指定してくださにヽ。

④倍着剤

的 、1809入 リチューブ l k9缶筆がありますが

1803入リチューブ2本あれば十分です。(1台当り)

③曖古材

グラスウールは密度21k9/nf、 25kl/古 、厚さ25

m ttmほ 910Hの ものがあります。

oer
"は 18林 15m 14,X― 、17件X―

13林 ― 、16朕 為  12お X輸

15学Xmmr」 どがぁります。

③味ネツ

丸木本ジとat木ネジには27p× 1は13、16、殉口、

31,X1013、 16郷 宏品 35,× 13N16、

抑、25、32、40回、などがあります。

③出L用 '
0日止め■として、との紛 lRぶ りがあります。
●強科1■スブレー式強科として ク リヤーラツカー、

ラッカーエナメル (本 r費 、R、自など)30M

at、ハケ白り用として水薄性ベイント、油性ベイ

ント250口缶が宇あります。

■ 使用工TR

キヤビネツト製伸工果は E憾 大工用電効工界一

弐があれば便利ですが な い場合には最低次のよ

うな工栞が必要です。

①カンナ :手カンナ

②ノコ !両刃ノコ 把 しびさノコ

◎ノミ
④キリi四ツロキリまたは三ッロキリ

◎ツチ :タンノウまたはカナツチ

③定親類 :す法 形 状 角 度を決定するもの   12



在角定縄または曲尺 春 尺 コ ンバス

〇 ドライ′`一

〇仕上げ る 技用IA:紙 ヤスリ (学150～Ⅲ240)

ハヶへ権布.

⑥その他 :ペンチ 何 拡き ヤ スリなどがあれば便

利です。

3 キ ャビネットの工作

工作法はt ろヽにヽろありますが 普 通には次のような

手順で工,1するのうtjL当です。

〔工作手順〕

寸法ケカキー矩形切断―部品寸法ケカキー

部品加エー部品組立一約組立‐仕上げ .独壌

口 寸 法 ケ ガ キ

す法ケガキは材料の有効使用および 電形切既Hや

のノコシロ、ひき山りを考慮し切断ラ白を5 mnと

ってケガ宮 周 辺帥は15mと ってくださにヽ。この

豚 直 角定親または曲尺を使用して正時に直角使

寸法を決めることが大切です。〔図-19〕

日 矩 形 切 断

短形JJ断はなかなか上手に切削することがほかし

いので 切 増Jシロの中央を切断するようにし 余

分をカンナでPrl定の寸法にされいに仕上げます。

日 この工作で部品としての大半ができたことにな

りますから て いわいに仕上げてください。

田 部品寸法ケガキ

短形ll断後 部 品の穴 滞 ″ロエ 機 類の取付け位

置のす法 をコンバス 定 組などで正面 にケ万キ作

業をします。(図-201

田 部品加エ

〇小径穴の加工

ドリルまたはモミキリであけます。

〇央隅口穴の力Dエ

ケカキ線の内側(約0 3mm)をドリルで多数穴あけし
―向党了後ノミ切削し最後に抵ヤスリできれ いに

仕 Lけます。(図-21〕

廻しびさノコをlt用するjB合は ノ コ身が入るよ

うにドリルで穴あけしてからケガキrrょり外tVJ

削しないようにひさ 徐 分はノミ 無 ヤスリで仕

!tげます。

ロ ドリルで遵枕 した穴をあけようとするとさ 穴

と大が近すぎたすとドリルキリう悩 げて穴あt〕

しにくいですから ド リルキリのセンターにな

るところをモミキリで2-3 nn穴 わけしてから

l■用しますと '子 にでどます。(図-22)

③相強機の工作

X形 の縮強を 〔図-9〕 の均合は 権 を相接する

ようにlRの高さの半分なフコで切込み ノ ミでlll

謡して仕上tすます。〔図-231

また 厚 t 材ヽtlがない場合には 申 t 材ヽ料を2～

3枚推挙剤 何 で振り合わせて作ります。

固 絢強機はしヽすれも捜替両の平滑どう`重要ですか

ら カ シナできllいに仕上げてください。”　市””Ｈ”中Ｈ【”【”Ｈ””一”中

iミ ●″【ち'てⅢ(

【ドウル'tン '‐)



C4面取り加工

夕`ッフル紙や喪板は (FA4-24)のようにカンチで

面取り'ロエしてか書ますtL 総■1立の際取付けが

たやすくでき社す。そのlt切断した稜は カ ンナ

また(1紙ヤスリで面取りを行なt まヽす。

Cそ の他の加エ

〔図-5 6 7〕 などfの力Ⅲ工は 電効卓Jtメtノコ

をlt用すれば可能でコが そ の他の方法では弦損

のを向 寸 法相度が出ないなど か 「々りin:に4A

榊を必要とtッ■,。

田 部 品 組 立

取付,, 網 強催 ダ クト け 古材やの天被 n14Ft

パックル板などへの取付りは次のJう (tして行な
t ,ヽt,。

●取付怯 桶描格け接骨剤と打または木ネツで取付

けます。機の位置llザねやすいので 2～ 3り Fl

'rて使t:めをしてから的iCcm‖〕略で'RIIりょコ。

騒 性の位置が丁ォ、■コよ 構 ‖1ヤの豚捜今(技狩)

が うよくゆかず空'1湘れ rrり の'M■ なり

it'か ら蚊tj注意が必Etでコ。

Cバ ッフル複とR板 等の連結橋強佳 (図-10〕 Hr

9r‖|いより本ネツ Lめの方llより郎突で,も

Oダ クトの租立は 接 常剤と,fで‖【立てユ,。〔図―

あ)バ ッフル械に取付tjる面には 自 遇いがあり

まJ■ 綾者がささませんのでカラ)で 平rrrに仕上

げることが必要ですも

④ダク トの′(ソフル振への取付けは、タクトが小さ

にヽ均合はバッフル板前面より釘と横若剤で十分で

すが 〔図-261、 バッフル板表面に釘頭を見せた

くなにヽ場合や グ クトが大きい増合にはほを使用

し バ ツフル授後面より木ネジでヽ交に取付けま

す。〔田-271

C颯 古材の強',かた

暖青材をと枢や観板に援るも合は、釘とヮッシャ
ー(事質で的 lmの 厚どのほ)で止めます。

(図-16、 161

働 B88佃 立の注な

⑥釘打の しかた

●止めようとする機や仮にあうかじめモミキリで

下穴をあけておどますと、たやすく“実に打込

めます。

●下末の方向は直立ではなくやや傾けてあけます。

傾けて打込むことが釘の保神力t増 すE3ツです。

0床 ネジ止めの しかた

●木ネジ通し穴は 本 ネツの直絡より02～ lm大

さくします。
●合枢の本国に止めるjB徴よ寓れることがあります
ので 下穴をあけておさますとR客 に止まじます。

OIH倍 常J

船者剤は推拒若両面に十分にと布し、■立後は
みでた張を向は河れr_ソゥキンでぶくとをれい

にとれます。

推

脇

竹

ｍ
田

［‐‐‐Ｈ‐‐‐‐‐‐山円］
”陣

ダクトoコⅢⅢ国

□ 2 6

ン 『
タクトのほ■    ,■ 5

□ ″
14



口 総 組 立

キF分祖立された天地松 側版などを投者斉J  g rまr _

は木ネツ止めにより順次t■立てゅさ京■6〔図- 2 8〕

■十ビネ ツトが完成t 1 1したら ス ヤ カ ー■■

ットやネ ットワーク【「RせI I Rをおこない 車 l t t うヽら

)ド 撤を取りたせる |うにして整位な取付け舟

」.

口 仕 上 げ  塗 装

ス11 カ ラ ステと、t t7rとする期命11 次の ユⅢR

で行 】てドさい。

1:研層 !4150～ '1け0の紙ヤス サて'面 をよく併

府|お コ.

0目 止め |卜のわ■水でとさ れ て確りつlJ セ

いん|,けサの布て いヽ よりま,。

0目 止め研磨 :■2X,1度 の紙 Vく )で碍く''府

iⅢ Ⅲ

O途 強 1好みの検料1/rスブレーよAIはハリ豊りし

,tり

0乾 娯 i幹撲時間は抑分から lU↓‖けは必要で,コ

IF快14( らヽに4 2JO卍tの 紙 Vス ,でFT摩し

格快“i rf平常に1  ""E客 装 (ット,と: さ らに

ユい件 IⅢ を件られ■す.

三菱電機株式会社 tB‐6Ⅲ327 S


